
 

 

見島ウシの受精卵生産に関する研究 

家畜改良研究室 〇金岡奈穂・長尾裕美子 

 

背 景 

繁殖用雌牛飼養頭数が100頭未満である見島ウシについて、平成26年度から

近交退化や遺伝的不良形質の出現により後継牛確保が困難となった場合に備え、

黒毛和種の過剰排卵処理方法を基に体内受精卵の採取に取り組み、平成30年度

に移植可能な受精卵を採取することに成功している。 

 

目 的 

体内受精卵採取成績の向上のためプログラム改変を検討する。さらに体外受

精技術を活用した体外受精卵生産について検討する。 

 

具体的な成果 

１ 体内受精卵採取プログラムの課題検討 

各プログラム実施時の卵胞数の動態を超音波画像診断装置で確認する。 

⑴  黄体退行処理時期の調整 

FSH（卵胞刺激ホルモン）投与から黄体退行処置（PG投与・CIDR抜去）の間

隔は卵胞発育に影響するとされている。採卵成績向上のため常法の2.5日

と2.0、3.5日を比較したところ、3.5日では移植可能な受精卵は回収できて

いない（表１、図１）。卵胞動態から、処置間隔を3.5日に延長することで

早期に発育した卵胞の閉鎖が起きたと推察されるため、処置間隔は2.0日、

2.5日が推奨される（図２）。 

⑵  遺残卵胞の除去 

受精卵の質を低下させる遺残卵胞除去を目的に３種のホルモン製剤（GnRH

（性腺刺激ホルモン）、hCG（ヒト絨毛性性腺刺激ホルモン）、EB（エスト

ラジオール））を人工授精後2～3日に投与し比較した。採卵時の平均遺残

卵胞数は無処置で7.8±2.4個に対し、GnRH：1.6±1.3個、hCG：5.5±5.5、

EB：6.5±0.7個とGnRHが最も減少している。しかし、移植可能受精卵率と

の関係は確認できていない（表２）。 

 

２ 経膣採卵－体外受精卵生産（OPU－IVP）技術の活用 

黒毛和種で用いる OPU－IVP と同法を用い、３頭で計５回の体外受精卵生

産に取り組んだ。その結果、２頭で計４回、11 個の移植可能な受精卵が得

られている（表３）。 

 

 

表１　採卵成績（黄体退行処理時期の調整）　　 単位（個）

Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ

R5-2 4 2 10AU ワンショット筋注 10 12 0 hCG

R5-1 6 2 10AU ワンショット筋注 10 2 13 5 2 1 1 4 hCG

R4-1 4 2.5 10AU ワンショット筋注 12 2 12 4 8 EB

R4-2 6 2.5 10AU ワンショット筋注 10 4 10 1 2 1 2 4 EB

R6-1 4 3.5 10AU ワンショット筋注 0 3 0 EB

R6-2 6 3.5 10AU ワンショット筋注 3 3 0 EB
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図2　卵胞動態
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Ａ Ａ’ B 発育遅延

4 22 13 12 1 6 5

5 24 27 21 2 2 1 5 11

5 27 22 15 1 1 4 9

6 21 15 10 2 1 0 7

6 21 26 25 1 2 1 1 6 14
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卵数
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表３　OPU－IVP成績（令和７年度）

個体No.
推定

卵胞数

回収

卵数

正常

卵数

正常受精卵数

2日
day 0 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15

CIDR in
EB１ml

FSH 10AU
PGF2α

3ml
EB 0.5ml
CIDR out

AI
hCG

1500IU
採卵

［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］

2.5日

day 0 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16

CIDR in
EB１ml

FSH 10AU
PGF2α

2ml
AI EB１ml 採卵

［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］

3.5日

day 0 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 15 16 17

CIDR in
EB１ml

FSH 10AU
PGF2α

3ml
AI EB１ml 採卵

［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］ ［ECHO］

AM

PM CIDR out

hCG

1500IU
［ECHO］

図１　FSHからPG、CIDR抜去の間隔
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表２　採卵成績（遺残卵胞の除去） 単位（個）

Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ

H28-3 1 無処置 10AU 漸減 2 5 6 3 1 2

H27-3 2 無処置 10AU 漸減 2 2 11 0

H27-5 2 無処置 10AU 漸減 2 1 6 0

H29-1 3 無処置 10AU ワンショット皮下 2 1 8 0

H30-2 3 GnRH 10AU ワンショット皮下 2 4 0 1 1

H30-1 4 GnRH 10AU ワンショット皮下 2 14 1 12 33% 2 2 1 3 1 3

H30-3 4 GnRH 10AU ワンショット皮下 2 7 1 5 20% 1 3 1

R1-1 4 GnRH 10AU ワンショット皮下 2 12 3 12 2 9 1

R2-2 5 GnRH 10AU ワンショット皮下 2 10 3 2 2

R1-2 4 hCG 10AU ワンショット皮下 2 4 0 0

R2-1 5 hCG 10AU ワンショット皮下 2 4 8 0

R5-2 4 hCG 10AU ワンショット筋注 2 10 12 0

R5-1 6 hCG 10AU ワンショット筋注 2 10 2 13 62% 5 2 1 1 4

R3-2 4 EB 20AU ワンショット皮下 2 9 6 2 1 1

R3-3 4 EB 10AU ワンショット筋注 2 4 7 3 67% 1 1 1
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GnRH 1.6±1.3

hCG 5.5±5.5

EB 6.5±0.7
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